
日本は国際協力において
「人間の安全保障」の考え方を大切にしている。
とくに1990年代後半からは日本政府が主導し、
その概念を国内外に広めてきた。
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国連での活動や
基金の設置などを行ってきました。2

人間の安全保障の考え方をどのように
世界に浸透させていったの？2

　人間の安全保障の考え方は、二国間支
援を含むわが国の開発協力の根本にある指
導理念として国際協力大綱にも示されていま
すが、日本は1990年代後半から、人間の安
全保障を実現するため、国際社会に対して
も継続的な働きかけを行ってきました。
　ひとつは、人間の安全保障を実現するた
めの国際協力を行う際に、どんな国際機関
や国でも活用できる指針の作成です。2001

年、国連難民高等弁務官だった緒方貞子さ
んとノーベル経済学賞を受賞したアマルティ
ア・センさんが共同議長を務め、12人の有識
者で構成される「人間の安全保障委員会」
を創設。2年ほど議論を重ねて人間の安全
保障の概念をまとめ、国際協力を進める人た
ちが納得できる指針を作成しました。03年に
同委員会は報告書をコフィー・アナン国連事
務総長に提出。さらに9年をかけて国連加盟
国の間で綿密な議論を重ね、12年の国連総
会で人間の安全保障に関する共通理解を
形成した国連総会決議が国連加盟国の全
会一致で採択されました。現在ではその共通
理解に沿って、各国がさまざまな国際協力の
施策を行っています。

　もうひとつは、日本主導で1999年に国連
で立ち上げた「人間の安全保障基金」です。
「人間中心主義」の考え方に基づき、実際
に脅威にさらされている人々から、その脅威を
取り除くために活用されています。さまざまな
国から集められた基金（日
本はこれまでに約468億
円を拠出）は、これまで99

の国、257件のプロジェク
トに使われています。
　これらの取り組みを始
めた当時は、多くの国から
「人間中心主義ってなん
ですか?」と聞かれました
が、今では国連などの会
議で「人間を中心に据え
ましょう」という言葉が当
たり前のように飛び交い、
人間の安全保障の考え
方が定着してきたことを実
感します。

左 ： アフリカ地域でも人間の安全保障を推進。
トゥルカナの遊牧民（ケニア）のように定住を
望まない人々への支援もその一環だ。
下 ： エクアドルの北部境界地域では、経済や
コミュニティ、政治、健康、教育など多様な分野
で人間の安全保障の改善が行われた。写真
は、保健所を訪れた母子。
ともに© UN Photo / UNTFHS

SDGsの「誰一人取り残さない」という目標は、
人間の安全保障の考え方に基づくものです。3

SDGs（持続可能な開発目標）とは
関連があるの？3

　SDGsは、持続可能でよりよい社会を実現
するための17のゴールと169のターゲットであ
り、人に焦点を当てた「誰一人取り残さない」
という目標は、人間の安全保障の考え方に
基づくものです。
　そこで大切なのは、人間の安全保障の考
え方に沿ってSDGsを達成することです。たと
えば貧困削減のために国が手厚い生活保護
を続けたとしても、一人ひとりの生活、尊厳
が守られなければ、生きるよろこびや働くよろ
こびにはつながりません。しかし職業訓練を
受けて職を得たり、小さな事業を起こしたりで

きれば、人は自分の力で生きていくことができ
ます。一人ひとりに寄り添って、その人が自立
し、充実した暮らしを営めるように考えること
が必要なのです。
　2030年までにSDGsが達成されたとしても、
世界から課題がなくなるわけではありません。
新たな脅威が生まれるかもしれませんし、さま
ざま危機も訪れるでしょう。そうした困難を乗
り越えるときに必ず考えなければいけないの
が人間の安全保障です。国際社会のなかで
私たちが忘れることなく言い続け、取り組んで
いかなければならない大切な概念なのです。

国際協力では
人間の安全保障を
考慮したアプローチが
大切なんですね
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上 ： 貧困、気候変動、過激派の暴力によって女性と子どもが弱い立場に置
かれているカメルーン極北州では、コミュニティの力をつけるプロジェクトが
人間の安全保障基金で実施された。子どもの教育支援はそのひとつだ。
下 ： 東ティモールでは2002年の独立後も混乱が続き多くの家族が影響を受
けた。彼らへの支援が人間の安全保障基金で行われた。
ともに© UN Photo / UNTFHS

　冷戦終結後、世界中で民族紛争やテロな
どが頻発し、国家が国民を守ることが難しい
状況が増えていきました。さらに国境を越える
犯罪や感染症の広がり、環境問題など、
人々の生活を脅かす要因が多様化・複雑化
するなか、世界の平和と安定のためには、国
を守る「国家の安全保障」という考え方だけ
でなく、人間一人ひとりの命と生活と尊厳を
多様な脅威から守る「人間の安全保障」と
いう考え方が必要だという認識が少しずつ広
がっていきました。
　国際社会で最初に人間の安全保障の概
念が示されたのは、国連開発計画（UNDP）
が1994年に発表した人間開発報告書でし
た。当時の小渕恵三総理は人間の安全保
障を強く支持し、21世紀を人間中心の世紀、
つまり人 を々大切にする世紀にすると宣言し
ました。その方針は歴代の内閣に受け継が
れ、人間の安全保障は外交の重要な柱に据
えられ、日本政府はこの考え方を国際社会に
浸透させる努力を続けてきました。菅義偉総
理大臣も今年9月の国連総会での演説で、

新型コロナウイルス感染症の拡大は人間の
安全保障の危機であり、新たな時代の人間
の安全保障の考え方に立ってさまざまな危機
を乗り越えていく必要があることを表明してい
ます。
　一人ひとりの命、生活、尊厳が守られ、恐
怖と欠乏からの自由を得るためには、個人の
能力を強化し、多様な脅威から人 を々守るこ
とができる強い社会をつくることが必要です。
国際協力はこの人間の安全保障の考え方
に基づいて行われるものだということを、今で
は多くの国と共有しています。

一人ひとりの命、生活、尊厳が守られなければ、
世界の平和と安定はないからです。1

なぜ日本は
人間の安全保障を重視するの？1

2020年9月の国連総会で演説する菅総理。
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